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1) 14CーグリシンのI車内コラーゲンへのとりこみは ATP， Mg++ 及び酸系の存在を必要としその
反応は，ピユーロマイシンにより強く阻害された。
2) アクチノマイシン D はプレインキュベーションなしで 3Hーロイシンの歯肉蛋白へのとりこみを
強く阻害したが肝臓蛋白へのとりこみに対してはそれ担者切に阻害しなかった。又 3Hーウリジンの歯


















すなわち， 14Cーグリシンの歯肉コラーゲンへのとりこみは ATP ， Mg++ および酸素の存在を必要
とし，この反応はピユーロマイシンにより強く阻害される。アクチノマイシン D はプレインキュベー
ションなしで 3Hーロイシンの歯肉蛋白へのとりこみを強く阻害するが，肝臓蛋白へのとりこみに対し
てはそれほど著明に阻害しない。また 3Hーウリジンの歯-肉 RNA へのとりこみもアクチノマイシン
D により強く阻害される。
又ビタミン C欠之モルモット歯肉では，コラーゲン合成能が低下しており，その際オキシプロリン
合量の低いコラーゲン前駆物質が蓄積される O この物質を正常モノレモット歯肉ホモゼネートとインキ
ュベー卜すると，前駆物質中のプロリンの水酸化反応が起るが，この反応はピユーロマイシンにより
阻害されないことなどを明らかにした。
著者は，以上の成績から歯肉コラーゲン生合成に対して，アクチノマイシン D による阻害が非常に
特徴的であること，又歯肉コラーゲン合成はビタミン C欠之に対して鋭敏であり，これはビタミン C
がプロリンの水酸化に関与しているためであることを明らかにした点などを考えると，本論文の価値
は高く評価されてよいと思う。
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